
「オ ー レ リア」 に お け る 〈女 優 〉 の 変 容

小 林 官 之

1.は じめ に

ネルヴァルの晩年 に集 中的に書 かれた自伝的連作の中で次第に明瞭 になって くる主要な

テーマの一つに,〈 永遠の女性〉に対する宿命的な愛のテーマがある。 それはまず,青 春時

の回想 を扱 った 『ボヘ ミアの小 さな城』(1853)に おいて,一 人の女優 に対す る恋愛の形を
(1)

とって顕在化する。 しか しこの作品で回想 される恋愛は,当 時の芸術家仲間の間で一種の

流行になっていた若手の女優 たちに対する恋愛 とはいささか趣 を異 にする。 その対象が当

初か ら,文 学的主題 としての 〈シバの女王〉 と,こ の主題 を舞台上 に具現すべ き存在 して

選 ばれた 〈女優〉 とに二極分解 しているからである。その顕著な特徴は,現 実の女優 を対

象 としなが ら女優の舞台外の生活には関心が向けられない,と い う点にある。友人たちの

愛人 として,何 人かの女優の名が挙げられる中で,当 の女優の名前が全 く問題にされない

という注 目すべ き事実,こ の,〈 女優〉の名前 に対する意 図的な秘匿あるいは装われた無関

心は,自 伝的構想 の中心的なテーマの一つに設定 した恋愛問題 を予め非現実の量の もとに

置 こうとす る,作 家の執拗な意志 を示 しているように思われ る。事実,〈 女優〉への愛を主

題 として再び取 り上 げた 「シルヴィ」(1854)の 語 り手 も,そ の宗教的なまでの崇拝 を物語
く　　

る前半部で は,一 種の技巧 を凝 らして まで 〈女優〉 を匿名状態に置 くことに努 めるのであ

る。

ネルヴァルは,彼 自身の人生 を素材 とした連作 を重ねる過程で,〈 失われた女性〉(そ の
(3)

第一一は母親であるが)へ の愛 を主要 な主題 として浮上 させ,と りわ け 〈女優〉をその特権

的な対象 として意識化する。〈女優〉は,〈 失われた女性〉一般の,言 わば代名詞の役割を

果たす匿名 の存在であ り,む しろ特定の女性 であってはならない とす ら言える。 自伝 とい

うす ぐれて個別的 ・現実的な土壌 に,そ れを超越 する普遍的な要素の媒介者 として介在す
　

るく女優〉は,こ うして連作の方向を自伝 のジャンルか ら逸脱 させ る契機 となるのである。

ネルヴァルがその生涯の終わ りの時期に自伝的連作 を執筆 し始めた動機の一半 は,明 ら

かに,1841年2月 にその最初の発作に見舞われて以来間欠的に再発 を繰 り返 し,終 生癒 え

ることのなかった狂気体験 にある と思われる。 しか し,作 家の評価 に とって致命的な もの
(5)

とな りかねないこの体験 は,当 面創作上のタブーであ り,こ のタブー をどの ような形で作

品内に解放するかが,解 決すべ き課題 として最晩年に至 るまでほ とんど手つかずのまま残
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(6)

され ていた。 「十 月 の夜 」(1852)に よって まず試 み られ,最 初 の精 神錯乱 の発作 に一年先

(7)

だ つ ウ ィ ー ン 滞 在(1839.11～1840.3)に 取 材 し た 「パ ン ド ラ 」(1854)で,さ ら に 本 格

(8)

的に導入 された異常な夢の記述が,そ の解決の努力の跡 を示 している。
(9)

「オー レリア」は,こ の自伝的連作 に見 られる二つの流れ(す なわち,愛 の対象 としての

〈女優〉の特権化 と,自 伝的な物語への夢の記述の導入による 〈狂気〉の主題化)の 交差す

るところに成立 した作品 と言える。

前稿では,現 実世界においてなされた 〈女優〉への接近の試み とその挫折の過程を中心

に,「 シルヴィ」における 〈女優〉の問題 を検討 した。本稿では,「 シルヴィ」でいったん

失われた 〈女優〉への愛が,「 オーレリア」において どのような形 と経過 を伴って回復 され

るに至 るかを跡づけてみたい。

II.「 オ ー レリア」の叙述構造

現実世界で失われた愛の回復を物語るには,現 実 とは異なる次元の語 りの場が要請 され
(1①

ね ばな らない。「オ ー レ リア」 は,「 夢 と人生 」L6R6066'劾 レ露(p.251)と い う副題

が示 す とお り,ネ ル ヴァル が上述 のタ ブー を全面 的 に侵犯 し,自 らの狂 気体 験 に真 っ向か

ら光 を投 じた,文 字通 り最初 で最後 の作品 で ある。 語 り手 は この体 験 を〈夢 の現 実生活 へ

の流 出>r6panchementdusongedanslavier6elle(p.256)と 規定 す るが,語 り手 の

言 うく夢〉と は,《 私 の精 神 の神 秘 の 中 で その 一 切 が 生 じた あ る長 い 病 気 の 印 象》1es

impressionsd'unelonguemaladiequis'estpass6etoutenti6redanslesmysteresde

monesprit(p.251)を 言 い換 えた もの に他 な らな い。 しか しこの 〈病 気〉 とい う言 い回

し も,語 り手 の最大限 の譲歩 を示 した消極 的な用語 にす ぎない ことが次 の一節 に見 て取 れ

る。

ところで,な ぜ この病 気 とい う言葉 を使 うのか,自 分 で もわ か らない。 とい う

の も,私 自身 に関 して言 うな ら,い まだか つて これ ほ ど体調 が よい と感 じた こ とは

なか ったのだか ら。 時 として,私 の体 力 と活力 が倍増 して い るよ うに思わ れた。 す

べ て を知 ってお り,す べて を理解 してい るよ うな気が した。想像 力 に よって限 りな

い無 上 の喜 び を与 え られて いた。人 々 が理性 と呼ぶ もの を取 り戻 す ことで,そ の喜

び を失 った こ とを悔 や まね ばな らな くな るの だ ろうか。(①)

ここに,単 に狂気体験のマイナス面を否定するというだけではなく,む しろそれ を積極

的な価値に転換 しようとする作家の意図があらわになっている,と 言 うことがで きる。こ

うした,〈 夢〉あるいは 〈病気〉を積極的に擁護 しようとする姿勢 は,ネ ルヴァルの作品史
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上嘗 てな い ものだ とい う点 を指摘 して お きた い。

さて,こ の ような 〈夢〉 の記述 の大胆 な導入 は,物 語 の世 界 を伝 記 的 ・現実 的 な枠組 み

か らさらに大 幅 に逸脱 させ る。事実,ネ ル ヴ ァルの伝記 的 な事 実 に対応 を求 め るこ とので

きる記述 は ご く僅 かで ある。 こ こで再構築 され虚構 化 され る く夢 〉の思 い出 は,緻 密 な計

算 の上 に立 った構造体 を形成 してい る。 その構造原 理 とな ってい るの は,語 り手 が〈人 間

の魂 の研 究>6tude[s]de1'amehumaine(p.251)の 規範 として挙 げ るアプ レイウスの

『黄金 の騙馬』や ダ ンテの 『神 曲』 に共通 して見 られ る く秘 儀入信 者 の試 練の過 程〉あ るい

は く宗教的 な真理 の認識 過程 〉で あ る。 この構造 原理 は,語 り手 が 自 らに課す く罪 を背 負

う者 〉 とい う自己規定(《 愛 す る女 性 に よって 断罪 され,も はや赦 しを期待 で きない よう

な過 失の責任 を負 って>Condamn6parcellequej'aimais,coupabled'unefautedontje

n'esp6raispluslepardon(p.252))に よって導かれ る。 したが って物 語 は,犯 した過

失(オ ー レ リア喪失 の原因 となった過失)の 赦 しを得 るた めに主人公 が耐 えねば な らぬ一

連 の試練 の過程,そ の試練 を一つ一 つ克服 して い くこ とに よって得 られ る認識 の深 ま りを

基軸 に据 える と言 え る。 そ して個 々の 〈夢 〉 は,具 体 的 な試 練 の場 として配列 され機能 す

る ことにな る。語 り手が ダ ンテ に倣 って 「新 生」 γ勉 肱o搬(p.252)と 呼 ぶ この過 程
(11)

は,十 年 を隔 て る二 つの時期 か らな る。 「オー レ リア」は二部 構成 を とり,第 一部 十章,第

二部六 章 に分 かれ てい るが,第 一 の時期 に該 当す るの は第一部第 二章 か ら第九章 の途 中 ま

で,第 二の時 期 は第 一部第 九章 の続 きか ら第二部 六章 までで あ る。

語 り手 は この 「新生 」の過 程 を,〈 現実 〉〈夢(覚 醒時 の幻覚 ・幻 聴 を含 む)〉 〈認識〉 の

三 つの レヴ ェルか らな る重 層的 な語 りに よって構 成 してゆ く。 す なわ ち,〈 夢〉 は 〈認識 〉

を啓 示 し,〈 認識〉は 〈現実 〉の行 動 に反 映 され,行 動 の行 き詰 ま りが く夢〉に啓 示 を求 め
(12)
るという因果律の循環が螺旋状の語 りとなって物語 を進行 させてゆ くのである。

III.「 シル ヴ ィ」 か ら 「オ ー レ リア 」 ヘ ア ドリエ ン ヌ ・オ ー レ リー ・オ ー レ リア

前稿で検討 したように,「 シルヴィ」は,舞 台上の存在に限定された く女優〉への一種抽

象的な愛,至 福の体験ではあるが現実世界の出来事の常 として終わ りを持ち,毎 夜劇場で

反舞することによって しか維持され得ない愛のジレンマに陥った主人公が,〈 女優〉の祖型

とも言うべ き高貴な生 まれの少女ア ドリエンヌや田舎の幼友達 シルヴィに対する幼い愛の

回想 と,現 在のシルヴィへの愛の諦念を経て,〈 女優〉の現実的側面への接近 を企て(つ ま

り,愛 を告 白し),〈 現実の女性〉である女優 オーレリーに愛を拒絶される物語であった。

そこでは,物 語の展開は主 として現実世界の枠内で行われ,主 人公の く女優〉 に対 して抱

く愛が,地 上で成就 される世の常で愛ではないことが再確認 される。 したがって 「シルヴ

ィ」 は,幻 滅 と諦念 をその結末 としなければならなかったのである。
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「オーレリア」はまさに,「 シルヴィ」とは逆向 きに物語が進行す ると言 ってよい。つ ま

りこの物語 は,最 愛の女性の喪失を出発点 に据 え,そ の女性か ら現実的側面を次々に捨象

することによって女性 の変容 を惹 き起 こし,つ いに 〈永遠の女性〉 という普遍的 ・包括的

な女性像へ と高めることで失われた愛の回復の実現 に成功す る,と いう基本構造を与 えら

れているか らである。 したが って 「シルヴ ィ」 とは逆に,女 主人公 は初めか らオーレリア

という固有名詞を与 えられ,か つ失われた存在 として提示される。

私が長い間愛 していた女性は,以 後オーレ リアという名で呼ぼうと思 うが,私 に と

っては失われていたのである。(②)

「オー レリア」の主人公が《長い間愛 していた女性》の名前 と,「 シルヴィ」の女優の名
(13)

前 とが示す微妙な類似 と相違 は,「 オーレリア」が 「シルヴィ」の後 日讃であることを示す

とともに,オ ー レリアが決 して女優 として言及 されることがないことと関連 しているよう

に思われる。つ まり,匿 名であるがゆえに非限定的であった 「シルヴィ」の 〈女優〉 は,

固有名詞を与 えられ ることによって主人公の接近 を許す具象性 を獲得するが,同 時にその

普遍性 を喪失す る。「オー レリア」で再 び普遍性へ と変容を予定 されている女主人公は,オ

ーレ リー と同一人物であると同時 に
,変 容 を可能 とする要素を予 め付与されていな くては

な らない。それが,女 優 という職業的な属性の剥脱 と,オ ーレリーAur61ieか らオーレリア

Aur61iaへ とい う名前の部分的修正の意味である。

既に述べた ように,こ の作品の語 りの場 は主 として主人公の〈病気〉が惹 き起 こした《夢
　 　 　 　

の現実生活への流出》 とい う事態であ り,〈夢〉は,〈 精霊たちの世界>1emondedes

Esprits(p.251)に 他ならぬ死後の世界 を,現 世に取 り残 された主人公に開示するための

言わば 〈通底器〉の役割 を果たしている。オーレリアの愛を失 う契機 となった過失の償い

がなされるのもこの 〈夢〉においてであるし,そ の赦 しが得 られるのも同 じ 〈夢〉の次元

での出来事である。物語のプロッ トを予め明かすのように,語 り手が ごく早い機会 に物語

る(第 一部第二章)オ ーレリア との再会の場面は,結 末がいかなるものになるか を前以て

暗示 していると言 える。

そ こである日,彼 女の加わっている集 ま りに顔 を出す と,彼 女 は私の ところにやっ

て来て手を差 し出した。 この振 る舞い と,挨 拶 をしなが ら彼女の見せた悲 しげな深

い眼差 しとをどう解釈 した ものだろう。私 はそこに過去の赦 しを見 る思いが した。

憐欄の神々 しい響 きが,彼 女が私に言ったあ りきた りな言葉に名状 しがたい価値 を

与えた。あたか も何か宗教的なものが,そ の時 まで俗世の ものであった愛の優 しさ

に融 け込み,永 遠の性格 を刻印するかのようであった。(③)
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この再会の場面 にち りばめられた〈過去の赦 し〉〈憐欄 の神々 しい響 き〉〈何か宗教的

なあるもの〉〈永遠の性格〉 といった語彙が指向するもの は明 らかである。それらはこの

物語の最後 の くだ りで,次 のように総括され る認識 と精確 に符合 すると言って よかろう。

それ以来私 は,私 の過 ぎ去 った人生 の過誤 は払い清 められた とい う意識 によって,

限 りない精神的な喜びを与 えられていた。霊魂 は不滅であ り,私 の愛 したすべての

人々 と共 にあるという確信が,言 わば具体的な形で生 じていて,私 は,絶 望の さな

かから,宗 教の光 り輝 く道へ と立 ち戻 らせて くれたあの兄弟の魂 を祝福す るのであ

った。(④)

主人公 を〈過 ぎ去った人生の過誤〉か ら《払 い清 め〉るのは,最 終 的には〈宗教の光 り

輝 く道〉であると説明 されるのであるが,そ れが既 に〈過去の赦 し〉〈何 か宗教的なある

もの〉 とい う語句 によって遥か以前に予告 されていたことはもはや明瞭であろう。

さて,「 シルヴィ」において宗教的な色彩の もとに描かれていたのは,女 優 オーレ リーで

はな く,オ ーレ リー という名前を与 えられる以前の く女優〉であ り,主 人公が 〈女優〉の

前身であると信 じる修道女ア ドリエンヌである。現実世界 を主要な物語の枠組み とする「シ

ルヴ ィ」で,「 オー レリア」を予想 させ る超越的 な諸要素,つ まり く夢〉と く宗教〉と く死〉

の要素が三拍子揃って垣間見 られるのは,こ のア ドリエンヌを回想する場面に限 られる。

〈女優〉への接近 を躊躇する主人公が,そ の反動 として幼年期 を過 ごしたヴ ァロワ地方の思
　

い出 を喚 起 す るの は〈夢 現 つ>unedemi-somnolenceの 状 態 で で あ る し,そ の 回想 に まず

登 場 す るの は シル ヴ ィで あ るが,ア ドリエ ンヌ に思 い が及 ぶ と,この〈 フラ ン スの往 時 の王

た ち と姻戚 関係 で結 ばれ た一族 の 未喬 の一 人 の孫娘>lapetite-filledel'undesdescen一
お

dantsd,unefamillealli6eauxanciensroisdeFranceへ の追憶 が シル ヴ ィの面 影 を圧倒

す る。 ア ドリエ ンヌは その高貴 な身分 に加 えて,女 子修 道 院 の寄宿 生 と して,既 に シル ヴ

ィ を初 め とす る村 の少女 た ち とは隔離 され た特 別 な存 在 で あ り,さ らに家族 の意志 で生 涯

を修 道生 活 に捧 げ る ことにな る,言 わ ば最 初 か ら聖性 を義 務 づ け られ た存在 で あ る と言 え

る。 「シル ヴ ィ」の主人 公 が く女優 〉への 愛 の萌芽 をア ドリエ ンヌの うち に認 め るの も,両

者 に共 通 す る聖 性 に 導 か れ て の こ と と理 解 さ れ る。 〈 女 優 の 姿 を した 修 道 女 を 愛 す

る!...し か もそれが 同 じ女性 だ と した ら!>Aimerunereligieusesouslaformed'une
　

actrice!_etsic'6taitlameme!と い う主人 公 の願 望 とも確信 ともつ か ぬ固定観 念 は,現 実

世 界 の 中で はオ ー レ リー に よっ て否 定 され るが,「 オ ー レ リア」 の枠 組 み を構 成 す る 〈夢 〉

の世界 の中で は,〈 女神 〉に変容 した オー レ リア に よって肯定 され る。 ア ドリエ ンヌ は もう

一度 主人 公 の回想 に登 場 す るが
,そ の登場 は修 道院 の寄 宿 生 が演 じる一 種 の寓意 劇 の主 役

として の それで あ り,し か もア ドリエ ンヌが 演 じるの は,深 淵 か ら昇 って きて,地 獄 の征
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服者キ リス トの栄光 を讃 えに来 るように他の者たちを呼 び集 める精霊 の役である。その役

どころは 「オーレ リア」における 〈女神〉のそれ と寸分たがわない と言 ってよい。

ア ドリエ ンヌにはまた,〈 死〉の要素 も忘れず付与 されている。 そもそ もア ドリエ ンヌ

は,回 想 を通 じて言及 され るだけで物語の前面 に姿 を現すわけではないのであるが,言 わ

ば物語世界の背景 に二度(第 二章,第 七章)見 え隠れ した後,早 々 に死後 の世界 に移行 す

るのである。ア ドリエンヌの死 は,文 字通 り物語 の最後で,シ ルヴィの口を借 りてその情

報が与 えられ る(《 可哀相なア ドリエ ンヌ!あ の人 は聖S...修 道院で亡 くなったのよ,
(17)

1832年 頃 に》 〈PauvreAdrienne!elleestmorteaucouventdeSaint-S_,vers1832.》)。

「オ ー レ リア」の女 主人 公 もまた,現 実世 界 の存在 と して は,引 用③ で示 した主人 公 との再

会 と和 解 の場面 に登場 す るにす ぎず,そ の後 〈夢 〉 の記 述 の 中で その死 が報 告 され る。

この最初 はきわめて好 ましい もので あった夢 は,私 を非常な当惑 に陥れた。 この夢

は何 を意味 していたのだろう。私 は後になって初 めてその意味 を知った。オーレ リ

アが死んだのであった。(⑤)

「シルヴィ」では記述 されないア ドリエ ンヌの死後 の運命が,「 オーレ リア」で語 られ る

のだと言 うこともで きるか もしれない。名前の類似 に加 えて,現 実世界 における愛の破綻

という共通要素に結ばれたオーレ リー とオー レリアの連続性 とは別 に,〈 死〉と 〈聖性〉を

媒介 とす るア ドリエ ンヌとオーレ リアの連続性 を考 える必要が ある所以である。

IV.「 新生」 の過程

以上 に見てきたように,「 シルヴィ」では否定的な価値 を与 え られ捨て去 られたかに見 え

た諸要素が,「 オーレ リア」では丹念に拾い集め られ肯定的な価値の もとに蘇る。 しか し,

「オーレ リア」の冒頭 と末尾を結ぶ肯定的なイメー ジは,物 語 の中枢 をなす一連の夢の記述

の中では,主 人公の魂 とともに試練に晒 され容易 に実現 されない。 そこには語 り手が何度
(18)

も強調するように論理的な筋道が あ り,主 人公 は試行錯誤 を繰 り返 しなが ら,次 第 に絶望

を深めていかねばならない。 自殺の誘惑に屈する地点 にまで降 りていって初 めて,救 済の

手が差 しのべ られるのであ る。今,主 人公の 「新生」の過程 を構成す る試練 の諸 階梯 の主

要なポイン トを挙 げれば,

(1)分身 に対す る理解

(2)罪の意識の形成 と賄罪への意志

(3)宗教的な意識の形成

一120一



「オー レ リア」 におけ る く女優〉の変容

(4)他者 へ の関心 と自我意 識 の超 克

(5)他者 か ら差 しのべ られ る救済 の手

の五つの要素 に要約で きるように思われ る。 これ ら五つの要素が物語の進行の過程で現わ

れる箇所 を表 にすると,以 下の ようになる。

部 ・章

1・2

1・3

1・5

1・7

1・8

1・9

(1)

友 人 ポ ル某 の 中

への精霊 降下(認

識)

未 知 の 男;魂 の

二 重 化;主 人 公

の代 わ りに 友 人

と 出 て ゆ く(幻

覚)

顔 の よ くわ か ら

な い 白衣 を着 た

男 が武 器 を手 に

隠 れ家 の秘 密 を

守 ろ う と す る

(夢)

主人 公 の話 に耳

を傾 け る友 人:

神 秘 的 な祖 国 の

同胞(認 識)

東方の君 主の衣

装 を着 た精 霊:

理想化 され偉 大

(2)

オ ー レ リアの 死

以 来 の 生 活 に対

す る後 悔 二思 い

(3)

神の実在(認 識)

オ ー レ リア の 神

格 化;最 初 の 七

人 の エ ロ ヒム の

契 約 に基 づ く世

界 分 割=創 世 神

話(現 実)

人 類 の 進 化 を導

く女 神;精 霊 世

界 の興 亡 の 際 限

の な い 繰 り返

し;見 捨 て られ

た 女;苦 悩 す る

永遠の母(夢)

(4) (5)

友人 ポル某 の介

護(現 実)
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1・10

2・1

2・2

に な っ た 私:伝

説 の 分 身:東 方

の 人々が フ ェル

エ ル と呼 ぶ 神 秘

的 な兄 弟 → 善 霊

と悪 霊 → 分 身 の

敵 意 → 分 身 とオ

ー レ リア との 婚

礼 の準 備 の 噂 →

分 身 と神 へ の 挑

戦(夢)

魂 の世 界 で 分 身

に地 位 を奪 わ れ

る(認 識)→ オー

レ リア と結 婚 す

る花 婿 の 噂;工

房 の職 人 の 威 嚇

(夢)

狂気の友人の,分

身 との 幸 福 な関

係(現 実)→ 分

身=神 の 警 告 を

無視 し,離 反 した

た め の オ ー レ リ

アの喪失(認 識)

出の冒濱(現 実)

友 人 の 見舞 い を

怠 っ て い た こ と

に対 す る 自己 呵

責(現 実)

創 造 主 よ り も被

造 物 を愛 し キ リ

ス ト教 徒 を古 代

の 流儀 で 崇 拝 し

た 罪;オ ー レ リ

ア の墓 の所 在 を

忘 却 した 罪(認

識)

死 後 の世 界 で 最

後 の努 力 を し て

くれ た オ ー レ リ

ア に応 え られ な

神 を め ぐ る 考

察:無 力 な ル ク

レチウスの神 ・イ

エス ・同時 に人 間

で あ り神 で あ る

エ ロヒム(認 識)

神 の 遍 在 を告 げ

る友人の言葉(現

実)

オ ー レ リア の た

めの 神 へ の祈 り

(現実)

病気 の友人 の見

舞い(現 実)

見知 らぬ使 者の

葬 列 に参加(現

実)

友人 の精霊世界

につい ての教示

(現実)

分 身=神 の 警告

(認識)

死 後 の 世 界 で の

オ ー レ リア の努

力(認 識)
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2・3

2・4

2・5

ジ ョル ジ ュの 中

への精霊降下(認

識)

物 乞 い 女 の 中へ

の オ ー レ リア の

精霊 降下(認 識)

「オー レ リア」におけ る 〈女優〉の変容

かった罪(認 識)

浪 費 した生 に対

する悔恨(認 識)

身 内 の者 の死 よ

りオ ー レ リアの

喪 失 を 悲 し ん だ

罪(夢)

夢 の 告 示 を誤 解

し,悔 い改めの機

会 を逸 した罪(認

識)

過 去 に遡 る 自 己

反省(認 識)

オー レ リア に似

た女への施 し(現

実)

悔 い改 め と贈 罪

の決意(認 識)→

困難 な諸状況(現

実)

自殺 の 誘 惑(現

実)

豪 雨 の 阻 止(認

識)

象 形 文 字 の描 か

れ た ビロ ー ド張

りの 小 箱=天 の

赦 し の 確 証(認

識)

1試練 の終 わ りの

厳格 なキ リス ト

教へ の恐 れ←大

革命 の思想 的影

響:理 性 信 仰 →

宗教上の躊躇(認

識)

聖母 の 死 と祈 り

の 無 効 を告 げ る

内心の声(幻 聴)

時 の成 就 と この

世 の 終 わ り(幻

覚)

キ リス トの不 在

(認識)
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2・6 入院患者 や看護

人 たちの中への

精霊降下

青 年 患 者:生 と

死 の 間 に置 か れ

た崇高 な通訳 ・魂

の秘 密 を開 く告

解僧 ・他者の考え

を ま じ えな い神

の耳(認 識)

精 霊 サ チ ュル ナ

ン の 登 場:変 貌

し知 的 に な っ た

1近い こ とを告 げ

る女神(夢 〉

イ シス女 神 との

約 束 の 実 現 を信

じ,入 院(認 識)

永遠 に不幸 な者

の側 に分類 され

る不安(認 識)

エ ロ ー ラ の 洞

穴:広 大 な納骨

堂:血 で記 され

た宇 宙 の歴史:

手足 を切 断 され

た 巨大 な女:あ

らゆる身分 の女

たちの同様 な姿

(夢)→ 永遠の美

の典型 を破壊 し

た人類の罪 の歴

史(認 識)

主人公 の努 力 に

よる青年患者 の

快 復 の 兆 し(現

実)

自 らを神 の列 に

加 える(認 言哉)

カバ ラ の技 法 を

駆 使 して宇 宙 の

調和 を回復 し,諸

宗 教 の秘 密 の 力

を喚 起 して 人類

の悪 に対 す る解

決 策 を探 る義 務

を自らに課 す(認

識)

悪 の精 霊 た ちの

干 渉 に よ る原 初

の調 和 撹 乱 の 可

倉旨'「生(言忍識)

永 遠 の イ シ スへ

の祈願(認 識)→

イ シス の 無 力 の

可能性(認 識)

重症の青年 患者

の不幸 と無 心な

姿への共感 と憐

欄(現 実)→ 自我

意識 か らの脱 出

(認識)

一 生 を そ の 中 を

登 り降 りす べ く

定 め られ た塔 か

森羅万象 の警告

と励まし(認 識)

主治医の努力(現

実〉

サ チ ュル ナ ン に

よ る塔 か らの 救

助:地 上 の 絆 か
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メモ ラ

ー ブル

青年患者(夢)

大 い な る女 友 達

の も とへ 行 き悩

んで い る主 人 公

を助 け るサ チ ュ

ルナ ン(夢)

青 年 患 者 の 快 復

(現実)

試練 の終 わ りの

告知(夢)

栄 光 を表 す 天 空

に イ エ ス=キ リ

ス トの血 で書 か

れた 「赦免」の文

字(夢)

サ チ ュ ル ナ ン の

メ シ ア へ の 変

容:新 し い エ ル

サ レ ム(夢)

らの脱 出(夢) ら解 き放 た れ た

純 な魂 の 力 添 え

(夢)

この表か ら得 られ るい くっかの見解 を以下 にまとめてみよう。

(1)から(3)の要素 は,主 人公の自力による試練の克服 に直接関係する。 まず 〈分身〉は,

〈死〉を拒絶 した主人公の肉体か ら逸早 く遊離 し,死 後の世界に移行 した〈もうひ とりの私〉
(19)

であ り,〈夢〉の世界 に属 する精霊 である。死後 の世界 か ら主人公 を善導 しよ うとする点
　

で,そ の役割 はオー レリアのそれ と軌 を一 にしている。主人公がい まだ罪の意識 に目覚 め

ない段階で 〈敵対者〉 として機能す るのは,主 人公 を罪 の自覚へ と促すためで り,最 初の

錯乱時には主人公 はこの認識 に達す ることがで きない。〈分身〉の意義が理解 され るのは,

したが って十年後 の新たな錯乱時 においてであ り,そ の媒介 となるのが,神 をめぐる考察
(21)

の中でその実態が明 らか にされ る,〈 エロ ヒム〉 と呼 ばれ る〈同時 に人間であ り神 で もあ

る>alafoishommeetDieu(p.285)〈 精霊〉の存在である。すなわち この認識段階

で,〈 分身〉 はエロヒムの一人 であ り,し たがって くもう一人の私〉であると同時 に 〈神〉

で もあることになる。 この ような 〈分身〉=〈神〉に対す る敵対 は,主 人公が信 じる宗教そ

の ものへの敵対 という自己矛盾 に導 く。

他方,キ リス ト教徒 として死んだオーレ リアは,一 見主人公の この ような宗教観 と相容

れないように見 える。 しか し最初の錯乱時において既 に,オ ーレ リアは女神 の相貌の もと

に主人公の夢 の中に現われてお り,さ らに七人 のエ ロヒムの原初の契約 とその後の仲間割

れ に起因 し,調 和の回復 と破壊の繰 り返 しによって織 りなされる創世神話の夢の中で は,

兄弟のエロヒムに見捨て られた女 あるいは苦悩 する永遠の母 とイメージをダブ らせ るに至

っている。 したが って主人公に課せ られた課題 は,キ リス ト教 とこれよ りさらに時代 を遡

る創世神話 に基づいた主人公の宗教観 とをどの ように調和 させるか とい う点に絞 られ ると

言 ってよい。 フランス大革命 の思想的影響 をこうむって育った主人公の世代の者たちに と

って理性の栓桔 は抜 きがた く,理 性 を放棄せず,逆 に理1生によって 〈夢〉の啓示の分析 を
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試 行錯 誤 的 に行 な いなが ら,一 歩一 歩 真理 へ の道程 を辿 って い くしか手 立 て は残 され てい

な い。

この 自己矛 盾 の葛藤 を克 服 す る過 程 で主人 公 が つ いに独 力 で逢 着 す るの は,(4)の 要素 す

なわ ち〈 自分 を不 幸 だ と感 じる時,人 は他 人 の不幸 に思 い至 る もので あ る>Quandonse

sentmalheureux,onsongeaumalheurdesautres.(p.285)と い う他者 認識 で あ る。

不 幸 な他者 へ の憐欄 とい う形 で示 され る この新 しい要素 は,以 後 主 人公 の贋 罪行 為 の 中核
(22)

をなす もの とな る。後 に 〈塔〉 のイ メー ジ に よって象徴 され る 自我 意識 を超 克 し,〈 分身 〉

への敵 意 を解 除 す る契機 を構 成 す るの は,こ の他者 へ と開 かれ た関 心 であ る。試 練 の過程

にお いて最 終 的 に要請 され る(5)の 要 素,〈 救 済者 〉 と しての 他者 の 介 入 が こ こに可 能 とな

る。既 に最 初 の精神 錯 乱 の発 作 時 に,友 人 ポル某 に その原型 を見 いだ す ことの で きる 〈救

済 者 〉の存 在 は,病 気 の友 人,分 身,死 後 の オー レ リア,友 人 ジ ョル ジ ュ,草 木 ・動 物 ・

昆 虫 の末 に至 る森 羅万 象,主 治 医 へ と受 け継 が れ,主 人 公 が病 院 内で 《ア フ リカで兵 隊 を

して いた青 年>unjeunehomme,anciensoldatd'Afrique(p.308)と 出会 い,そ の重

症 患者 の看 護 を引 き受 ける こ とで,夢 の 中へ の精 霊 《 サ チ ュル ナ ン》Saturnin(p.309)

の登場 として結 実 す る。 この サチ ュル ナ ンの最後 の励 ま しが 〈女 神 〉 の出現 を要 請 し,主

人 公 の試練 を成 就 させ る最終 的 な要素 とな る。

「オー レ リア」 の基 本構 造 の一端 を担 う,キ リス ト教 と主人公 の宗教 観 との相 克 は,次

の よ うに解 決 され る。 「メモ ラー ブル(記 」1意すべ き こ とが ら)」1晦 〃zo励1εs(p.310)と 題

され た第二部 終 章 末尾 の一連 の夢 の記述 の うち,救 済 の場面 を も う一度 な ぞ る夢 の 中で,

《 わ が大 いな る女 友 達 》magrandeamieσ ∂鼠 ノと と もに〈 新 しい エル サ レム>laJ6ru-

salemnouvelle(p.311)へ と騎馬 で 主人 公 を導 くサ チ ュル ナ ンが,《 勝 利 者 メ シア>le

M6ssievainqueurσ ろ獄 ノと呼 び換 え られ てい る こ と,ま た別 の夢 で,〈 姿 を変 えて光 り輝

く,私 が かつ て愛 した女性 》cellequej'avaisaim6etransfigur6eetradieuse価 獄 ノと再

会 した主人 公 が,栄 光 の うちに開 かれ た天 空 に〈 イエ ス=キ リス トの血 で記 された 「赦免 」

とい う語>lemotρ αz40ηsignるparlesangduJ6sus-Christσ わ鼠,を 読 み取 る こ とに明 ら

か な ように,究 極 の 〈救 済 者〉 をサチ ュル ナ ン=キ リス トとす る こ とで,キ リス ト教 の根

幹 で あ るイエ スの順 い と救世 とを主 人公 の試 練 の過程 の文脈 に取 り込 み,キ リス ト教 とこ

れ を遥 か に遡 る異教 の教 義 を,〈 救済 〉 とい う観 念 の うち に融和 し統 合 す るので あ る。

V.〈 女優 〉 の変容

最後に,〈 永遠の女性〉に対す る宿命的な愛のテーマに立ち戻 って,「 オー レリア」 にお

ける 〈女優 〉の変容の問題 を検討 してみよう。既 に何度か指摘 した ように,こ の物語の女

主人公 は女優 の属性 を与 えられているわけではない。それにもかかわ らずここで敢 えてく女
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優 〉とい う語 を持 ち出す理 由 は,「 オー レ リア」で描 かれ る夢 の情 景 が,舞 台上 の それ を髪

髭 とさせ る演劇 的 な アナ ロ ジーで描 写 され て い るよ うに思わ れ るか らで あ る。

そ の典 型 的 な例 として,物 語 冒頭 の一 節 を見 てみ よ う。

夢 は第二の人生である。私 は,わ れわれを不可視 の世界か ら隔てているあれ ら象

牙あるいは角の扉 を,戦 陳を覚 えることな しには通 り抜けることがで きなかった。

睡眠の最初の瞬間は死のイメージである。 どんよ りとした無気力が思考 を とらえ,

われわれ には,「 自我」が別の仕方で生存の営みを続 ける,そ の正確 な瞬間 を決定す

ることがで きない。それ は次第に明るんで くる朧気 な地下の世界であ り,そ こでは,

辺獄 に住 まう重々 しく不動 の蒼 白い人影が暗闇か ら抜 け出て くる。 それか ら場が設

定 され,新 たな光が これ ら奇怪 な幻 に照明を当てて演技 させる。 精霊たちの世

界がわれわれのために開かれ るのである。(⑥)

この一 節 を 「シル ヴ ィ」 冒頭 の次 の一 節 と比 較 してみ る とよい。

私は,恋 する男 にふ さわ しい礼装 に身を包んで,夜 毎 ボックス席 に姿 を見せ るの

を常 としていた,と ある劇場 を後 にす るのだった。満席 のこともあれば,が らが ら

の時 もあった。三十人 ばか りのわ ざとらしい芝居通たちで込 みあった平土間や,時

代遅れの縁 なし帽や正装に身 を飾 ったボ ックス席の人々に視線 を止 めるの は,私 に

はどうで もいい ことだった,あ るいはまた,活 気に満ちてざわめ き,各 階の飾

りたてた正装や きらめ く宝石,晴 れやかな顔 で覆われた客席に居合わせ ていること

も同様であった。客席の光景に無関心な私の注意 を,舞 台上 の光景 もまた引き止 め

ることはほ とん どなか ったが,当 時の陰気で退屈な代表作の二場 か三場 目に,周 知

の人物が登場 して,虚 ろな空間を照 らし,一 呼吸一語で私 を取 り巻 くあの空虚な連

中に生気 を取 り戻 させ る時だけは別であった。(⑦)

「シルヴィ」の主人公 は,物 語の開始早々劇場のただ中に身を置 く。飽 くまで過去の現

実の回想であるが,最 後の一文の 〈女優〉の登場を物語 る言葉 に,か ろうじて幻想的なニ

ュアンスが漂 っている(〈 虚 ろな空間〉〈空虚 な連 中〉,そ れ らを照 らしだす光 としての

〈女優〉)。「オー レリア」の冒頭は言 うまで もな く,主 人公の見た数々の夢の体験に共通す

る,そ の開始の様子 を描写 した ものであ り,現 実の出来事の描写である 「シル ヴィ」の冒

頭部分 とは次元を異 にす る。〈象牙あるいは角の扉〉〈辺獄〉〈精霊たちの世界〉 といっ

た神話的な形容句 によって修飾される 〈夢〉の世界 は,こ の物語その ものの神話への変容

を予告 していると言って差 し支えないが,両 者の共有する当初の無気力 ・無関心の雰 囲気,
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周囲を取 り巻 く闇 とそこに潜 む者 たちを照 らしだす光の存在,や がて始 まる出来事 といっ

た諸要素は,二 っの物語が,そ れぞれ く現実〉 と く夢〉 という異なる枠組 みを与 えられな

が ら,実 はその冒頭部分 に仕掛 けられた演劇性 という共通要素 によって結 ばれている可能

性 を示唆 していると言 えないであろうか。演劇性 という視点か ら 「オー レリア」の冒頭 を

眺め返せば,《 象牙あ るいは角の扉〉は劇場の扉 に,〈 朧気な地下の世界》は照明 を落 と

した劇場内 に,〈 新たな光》 はシャンデ リアあ るいはフッ トライ トの ような照明装置に与

えられた比喩 として機能 して くるように思われ るし,「 オーレ リア」を,語 られ る夢の一つ

一つがその一・場一場 を構成する二幕仕立ての戯 曲 と見倣 す ことさえ
,さ して困難な ことで

はない ように思われて くるのである。既に触れた 「シルヴィ」第七章で,ア ドリエンヌの
　

出 演 し た 《 一 種 の 寓 意 劇 の 上 演 》unesortederepr6sentationall6gorique(あ る い は 《 古

　
い時代 の聖史 劇 の よ うな もの》commeunmyst6redesancienstemps)は,精 霊 た ちが

地 獄 の征服 者 キ リス トの栄 光 を讃 え る とい うその 内容 か らして も,ど こか 「オ ー レ リア」

の 〈夢 〉 の世 界 その もの を髪髭 とさせ る もの が あ る。

こう して,「 オ ー レ リア」 を構 成 す る個 々 の夢 を演劇 との 関連 の うち に捉 え直 して み る

と,そ れ らの夢 の中 で変容 を繰 り返 しなが ら,主 人 公 の試練 の 過程 を導 くオー レ リア は,

再 び 〈女優 〉 を暗 示 す る こ とに な る。 主人 公 の試練 の終 わ りが近 い ことを予 告 す る,次 の

ような 〈女 神 〉の 言葉 の うちに も,容 易 に演 劇 的 な比 喩 を読 み取 る こ とが で き る。

《私 はマ リアその人,あ なたの母 その人,あ なたが どんな形 にせ よ,変 わ らず愛 し

続 けたその人 で もあるのです。あなたが試練 を克服 することに,私 は顔 を覆 う仮面

を一つずつ脱 ぎ捨 てて きましたか ら,や がてあなた はあ りのままの私 を目にするこ

とにな りましょう〉(⑧)

この,そ の時々の時空間 に応 じて多様 な現われをしてきたさまざまな女性像が,〈 女神〉

イシスIsisの 口を借 りて明かす,〈 永遠の女性〉 としての自己同一性 は,さ まざまな役柄

をこなしなが ら同 じ一人の人間で しかない 〈女優〉の存在 と明 らかな並行関係 に置かれて

いる。《顔 を覆 う仮面》 とい う比喩 にそれは最 も顕著 に見 て取れ るだろう。

『ボヘ ミアの小 さな城』において既 に,ネ ルヴァル独特の意味 を付与 された く女優〉は

非現実への傾斜 を著 し く深めていた(〈シバの女王〉との同一視)。 「シルヴィ」における〈女

優〉体験 は,次 の引用に明 らかなように,宗 教的 な法悦体験 と異なる ところのない もの と

して示 される。

私は彼女の中に生 き,彼 女 もまた私のためにだけ生 きているかの ように思われ る

のだった。 その微笑 みが私 を限 りない至福の念で満た した。 この上な く柔 らか く,
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それ でい て限 りな く響 きの よい声 は,私 を喜 び と愛情 とで身 震 い させ た。 彼女 は,

私 に とって はあ りとあ らゆ る美点 をそ な えて いて,私 の どの よ うな熱 狂 に も,気 紛

れ に も応 えて くれ るの だ った。 下方 か ら彼女 を照 らしだ す フ ッ トライ トのせ いで真

昼 の よ うに美 し く,光 度 を落 とした フ ッ トラ イ トが,上 方か らシ ャ ンデ リア の明 か

りに照 ら しだ され るが ままに して彼女 を よ り自然 に見 せ る時 は,夜 の よ うに蒼 ざめ

て,闇 の 中で その美 し さだ けで,あ たか も額 に星 を戴 き,ヘ ル ク ラー ネウム の フ レ

ス コ画の褐色 の地 に浮 かび上が る時 の女神 たち の ように,光 り輝 くので あった!(⑨ 〉

「オーレリア」では,そ の死 とともに現実の範 を免れた女主人公が,〈 女優〉という語彙

を周到 に避 けなが ら,そ れ にもかかわ らず絶えず 〈女優〉 を示唆 し続ける存在 として提示

される。 この事実 は,ネ ル ヴァルがいかに 〈女優〉 を特権 的な愛の対象 として位置づけよ

うとしているかを,逆 に明示 している とは言えないだろうか。 この物語 における 〈女優〉

の変容 は二重の意味 を担っている。 「オー レリア」へ と方向づけられた文脈 の中で,〈 女優〉

は一貫 して非現実への指向性 を有 していた と言 える。〈女優〉は く女王〉ない しは 〈女神〉

とい う聖性 を帯 びた非現実の存在 に常 に喩 えられ るのである。 ところが,「 オー レ リア」そ

の ものの文脈 においては,そ れ以前の作品では常に 〈女優〉 として位置づけ られていた女

主人公 は逸早 く く女神〉への変容 を遂 げ,こ の物語 を く女優〉の不在によって特徴づける

ことになる。 したがって,「 オー レリア」における 〈女優〉の変容は決 して顕在的な主題 と

はならないのであるが,「 オーレリア」をも包含す る自伝的な作品の系列 に視野 を拡大 して

みれば,「 オー レリア」の中にも逆説的な形で く女優〉の存在が確認 されることになるので

ある。

VI.お わ りに

「オーレ リア」の特異な世界 は,ネ ルヴァルが これ までに試みてきた文学上の諸々の実

験,す なわちデュマその他 との共作になる劇作の試 み,『 東方旅行記』 玩o望g6碑0碗 疵

(1851)や 『幻視者たち』五6∫1〃%〃z勿ぬ(1852)の 一部 に結実 している神秘主義的な書物

の読書 と研究の成果,「 塩密輸人たち」五θsFα蹴S翻1η 忽s(1850)に 始 まる自伝的な連作

の試み等の上 に,彼 自身の狂気体験 を加えることによって成立 していると言える。ネルヴ

ァルの文学的成熟 は自伝的著作の方向に収敏 してい くのであるが,そ の最大の障壁 となる

のが この狂気体験であった。

この伝記上の タブーを乗 り越 え,自 伝的連作の うちに取 り込むためには,そ れな りの準

備 と工夫が必要 とされたことは言 を待たない。狂気体験 を正面か ら扱いなが らそ こに論理

的な一貫性 を保ち,狂 気が必ず しも文学 を損な うものではない ことを証明 してみせ るため
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にネルヴァルの採用 した戦略は,キ リス ト教の枠を越 えた諸宗教 の教義の採用に基づ く独

特の宗教観 と,こ れ と不即不離の関係 にある演劇 的な仕掛けの導入 とに見 いだせ るように

思われる。つま り,主 人公の個人的な罪 の意識の形成を出発点 とす る一連の試練の過程,

贈罪の成就 に伴 う主人公個人の救済 とこれ と同時になされる諸世界その ものの救済。その

契機 として一人の女性 に対する宿命的な愛 を設定 し,こ れを 〈永遠の女性〉に変容 させて

い く過程で用い られるさまざまな演劇 的手法,と りわけ,女 主人公の変容の過程 に見いだ

され る 〈女優〉 としての機能。 そこに嘗てネルヴァル自ら翻訳上梓 したゲーテの 「ファウ

ス ト』の影響を容易に看取 しうるし,悉 く失敗 に帰 した演劇上 の野心の余儘が燥っている

と考えることもたやすい。

本稿ではまず,「 ボヘ ミアの小 さな城』で特権的な愛の対象 として浮上 した 〈女優〉の存

在が,「 シルヴィ」 に引 き継がれ敷衛 された後,「 オーレリア」で は完全 に消失 しているこ

とに注 目した。次いで,こ の一見 く女優〉不在 の作品 も,作 品構造 その ものを逆説的な形

で劇構造 に変換 させ ることで,個 別的な 〈現実の女性〉か ら普遍性 を付与 された く女神〉

へ と姿 を変 えてい く女主人公の変容の過程 その もののうちに,そ れ と名指 され ることな く,

両者 を媒介する 〈女優〉の機能が働 いていることを指摘 した。「オー レリア」を一つの劇作

品 として読む試みは,他 日稿 を改 めて試みてみたい。

[引 用 箇 所 原 文]

引 用 は 次 の 各 版 に 拠 っ た 。 、4πz6伽 か ら の 引 用 は 頁 数 の み,励 厩 θか ら の 引 用 は 作 品 名 と

頁 数 を 記 す 。

、4%7疹1ゴα:G6rarddeNerva1,、4πz疏 α6'砺 龍s渉6κ'6∫ 砺 ∫o∂ガog吻 雇g%6∫,6ditionde

JacquesBony,Flammarion,1990.

励1加6:G6rarddeNerval,(E初7召sI(5e6dition),Biblioth6quedelaP16iade,Galli-

mard,1974.

①

②

③

et,enesalspourquoijemesersdecetermemaladie,carjamais,quantace

quiestdemoi-meme,jenemesuissentimieuxportant.Parfois,jecroyaisma

forceetmonactivit6doubl6es;ilmesemblaittoutsavoir,toutcomprendre;

1'imaginationm'apportaitdesd61icesinfinies.EnrecouvrantcequeIeshommes

apPellentlaraison,faudra。t-ilregretterdelesavoirperduesP_(P.251・252)

Unedamequej'avaisaim6elongtempsetquej'appelleraidunomd'Aur61ia,6tait

perduepourmoi.(p.252)

Desortequ'unjour,metrouvantdansunesoci6t6dontellefaisaitpartie,jelavis

veniramoietmetendrelamain.Commentinterpr益tercetted6marcheetleregard

profondettristedontelleaccompagnasonsalutPJ'ycrusvoirlepardondupass6;

一130一



④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

「オ ー レ リ ア 」 に お け る 〈女 優 〉 の 変 容

1'accentdivindelapiti6donnaitauxsimplesparolesqu'ellem'adressaunevaleur

inexprimable,commesiquelquechosedelareligionsemelaitauxdouceursd'un

amourjusque-laprofane,etluiimprimaitlecaractさredel'6ternitξ.(p.253-254)

Laconsciencequed6sormaisj'6taispurifi6desfautesdemaviepass6emedonnait

desjouissancesmoralesinfinies;lacertitudederimmortalit6etdelacoexistence

detouteslespersonnesquej'avaisaim6esm'6taitarriv6emat6riellement,pour

ainsidire,etlebるnissaisl'amefraternellequi,duseindudるsespoir,m'avaitfait

rentrerdanslesvoieslumineusesdelareligion.(p.314)

Cerevesiheureuxasond6butmejetadansunegrandeperplexit6.Que

signifiait-ilPJenelesusqueplustard,Aur61ia6taitmorte,(P.269>

LeReveestunesecondevie.Jen'aipupercersansfr6mircesportesd'ivoire

oudecornequinouss6parentdumondeinvisible.Lespremiersirlstantsdu

sommeilsont1'imagedelamort;unengourdissementnξbuleuxsaisitnotrepens6e,

etnousnepouvonsd6terminerI'instantpr6cisoUle吻oガ,sousuneautreforme,

continuer㏄uvrede1'existence.C'estunsouterrainvaguequis'6clairepeuapeu,

eto自sed6gagentderombreetdelanuitlespalesfiguresgravementimmobiles

quihabitentles6jourdeslimbes.Puisletableauseforme,uneclart6nouvelle

illumineetfaitjouercesapparitionsbizarres;1emondedesEspritss'ouvre

pournous.(P.250)

Jesortaisd'unth6atreoαtouslessoirsjeparaissaisauxavant-scξ}nesen

grandetenuedesoupirant.Quelquefoistout6taitplein,quelquefoistout6taitvide,

Peum'importaitd'arretermesregardssurunparterrepeupl6seulementd'une

trentained'amateursforc6s,surdeslogesgarniesdebonnetsoudetoilettes

surann6es,oubiendefairepartied'unesalleanim6eetfr6missante,couronn6e

atousses6tagesdetoilettesfleuries,debijouxξltincelantsetdevisagesradieux.

Indiff6rentauspectacledelasalle,celuiduth6atrenem'arretaitguere,except6

10rsqu'alasecorldeoualatroisi6mescened'unmaussadechef-d'ceuvred'alors,une

apparitiorlbienconnueilluminaitl'espacevide,rendantlavied'unsouffleetd'un

motacesvainesfiguresquim'entouraient.(卵1鷹,p.241)

《JesuislamemequeMarie,lamemequetam6re,1amemeaussiquesoustoutes

lesformestuastoujoursaim6e.Achacunedetes6preuvesj'aiquitt61'undes

masquesdontjevoilemestraits,etbient6ttumeverrastellequejesuis.〉(P. .299)

Jemesentaisvivreenelle,etellevivaitpourmoiseu1.Sonsourireme

remplissaitd'uneb6atitudeinfinie;1avibrationdesavoixsidouceetcependant

一131一



「オー レ リア」における 〈女優〉の変容

fortementtimbr6emefaisaittressaillirdejoieetd'amour.Elleavaitpourmoi

touteslesperfections,eller6pondaitatousmesenthousiasmes,atousmes

caprices,bellecommelelourauxfeuxdelarampequil'6clairaitd'enbas,pale

commelanuit,quandlarampebaiss6elalaissait6clair6ed'enhautsouslesrayons

dulustreetlamontraitplusnaturelle,brillantdansl'ombredesaseulebeaut6,

commelesHeuresdivinesquised6coupent,avecune6toileaufront,surlesfonds

brunsdesfresquesd'Herculanum!(5沙1伽,p.241)

[註]

(1)拙 稿 「P6'薦C煽'ε α麟48β 罐 ∂祝6NERvALの 最 後 の 自 伝 」(待 兼 山 論 叢 第18号,大

阪 大 学 文 学 会,1985)参 照 。

(2)拙 稿 「助 如6に お け る 『女 優 』の 問 題 」(大 手 前 女 子 大 学 論 集 第22号,1988)お よ び 「シ ル ヴ ィ 」

の 次 の 箇 所 参 照(引 用 は 上 記 の ブ レ イ ヤ ー ド版 に 拠 る)。

〈Buvons,aimons,c'estlasagesse!>Telle6taitIaseuleopiniondesplusjeunes.Unde

ceux-lamedit:〈Voicibienlongtempsquejeterencontredanslememeth6atre,etchaque

foisquej'yvais.Pour彪gz46〃6yviens-tuP>

PourlaquelleP...11nemesemblaitpasque1'onputallerlapourune翻 惚.Cependant

l,avouaiunnom。(p.243)

(3)ネ ル ヴ ァル(本 名G6rardLabrunie,1808.5.22-1855.1.26)の 母 親,Marie・Antoinette・

MargueriteLaurent(1785-1810)は,ネ ル ヴ ァ ル 誕 生 の 翌 年,ナ ポ レ オ ン軍 の 軍 医 だ つ た 夫

EtienneLabrunie(1776・1859)の 従 軍 に 同 行 し,翌1810年,シ レ ジ ア の グ ロ ス=グ ロ ガ ウ で 病

没,当 地 の ト リ ッ ク墓 地 に埋 葬 さ れ た 。生 後 ま も な く母 親 を 失 っ た 体 験 が ネ ル ヴ ァル の 自伝 的

な 作 品 の モ チ ー フ の 一 っ に な っ て い る こ と は,「 オ ー レ リ ア 」 と 「散 策 と回 想 」P名o〃z飢 α46sθ'

so蜘6η 彷(1854)に お け る相 互 に類 似 し た 回 想 部 分 に 顕 著 で あ る。

(4)註(1)の 拙 稿 参 照 。

(5)『 ロ ー レ ラ イ ドイ ツ の 思 い 出 』LozぬSo鰐6η 然4γ[〃6〃z㎎%6(1852)の 序 文 に 見 ら れ る,

1841年3月1日 付 け の 「デバ 」 紙 ノ碗 γ照146sD6∂ α孟s上で ジ ュ ー ル ・ジ ャ ナ ンJulesJanin

(1807・1874)が ネ ル ヴ ァ ル の 最 初 の 精 神 錯 乱 の 発 作 を 報 じ た こ とへ の 言 及,ま た,『 火 の 娘 た ち 』

L6sFゴ1♂6s伽F甜(1854)の 序 文 に 見 ら れ る,1853年12月10日 付 け の 「銃 士 」紙Lθ 〃Fo%sgπ6翅7ε

上 で,ネ ル ヴ ァ ル の 新 た な 精 神 錯 乱 の 発 作 に 触 れ た ア レ ク サ ン ドル ・デ ュ マ の 同 様 の 記 事 に 対

す る言 及 に,狂 気 体 験 を 公 に さ れ た こ とへ の 強 い 不 満 と狼 狽 の 念 が 表 明 さ れ て い る。

(6)拙 稿 「五6s翫 漉4'06'oゐ76仮 装 さ れ た 自 伝 」(G4LL五4XXVI,大 阪 大 学 フ ラ ン ス

語 フ ラ ン ス 文 学 会 発 行,1986)参 照 。

(7)生 前 そ の 前 半 部 の み が 「銃 士 」 紙 に発 表 さ れ(1854年10月31日 号),後 半 部 は 校 正 刷 りの 段 階

の ま ま未 発 表 に 終 わ っ た 「パ ン ドラ 」1%η40η は,そ の 発 表 の 経 緯 か ら テ ク ス トそ の も の の 確

定 に 問 題 が あ る 上,執 筆 時 期 を 同 じ くす る 「オ ー レ リ ア 」との 内 的 関 連 が 指 摘 さ れ る 重 要 作 品

で あ る 。

⑧ 本 稿 で 後 述 す る よ う に,「 シル ヴ ィ 」に も,幼 年 時 の 回 想 を 紡 ぐ《 夢 う つ つ 〉 の 状 態 を解 説 す

る文 章 が 見 られ る 。 註(14)参照 。

(9)生 前 そ の 前 半 部 の み が 「パ リ評 論 」誌R6捌6461%溶(1855年1月1日 号)に 発 表 さ れ,後 半

部 は 作 家 の 死(同 年1月26日)後,「 第 二 部 」 と 題 し て 同 誌 に 発 表 さ れ た(同 年2月15日
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(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

号)。

本 文 中 へ の 「オ ー レ リ ア 」か ら の 小 規 模 の 引 用 は そ の 都 度 括 弧 内 に ペ ー ジ 数 の み を 示 す 。 引 用

し た 版 は 上 述 の ジ ャ ッ ク ・ボ ニ に よ る フ ラ マ リ オ ン 版 。

ネ ル ヴ ァ ル の 実 人 生 と の 対 応 関 係 に お い て は,第 一 の 時 期 は,184ユ 年2月21日 あ る い は23日 と

推 定 さ れ て い る 最 初 の 精 神 錯 乱 の 発 作 に 始 ま る 。 ピ ク ピ ュ ス 街 の サ ン ト=コ ロ ン ブ 夫 人 の 診

療 所 に3月16日 ま で 入 院 し た 後,同 月21日 モ ン マ ル トル の エ ス プ リ ・ブ ラ ン シ ュ 博 士 の 病 院 に

再 入 院(同 年11月 ま で)。 第 二 の 時 期 は,1851年9月24日 モ ン マ ル ト ル の 印 刷 業 者 リ ゴ 宅 で の

転 落 事 故 に 始 ま り,1854年10月19日 に パ ッ シ ー の エ ミ ー ル ・ブ ラ ン シ ュ 博 士 の 病 院 を 退 院 す る

前 後 ま で に 該 当 す る.

例 え ば,次 の よ う な 語 り 手 の 言 葉 に,主 人 公 の 〈夢 〉の 啓 示 に 対 す る 自 覚 と 依 存 の 姿 勢 を 見 て

取 る こ と が で き る 。

L'id6emevintd'interrogerlesommeil,maissorlimage,quim'6taitapparuesouvent,

nerevenaitplusdansmessonges.(p.275)

ま た 物 語 の 終 わ り近 く に は,〈 夢 〉 を 方 法 化 し え た 者 の 自 信 に 裏 づ け ら れ た 積 極 的 な 姿 勢 を 見

る こ と が で き る 。

C'estainsiquejem'encourageaisauneaudacieusetentative.Jer6solusdefixerle

reveetd'enconna↑trelesecret.Pourquoi,medis-je,nepointenfinforcercesportes

mystiques,arm6detoutemavolont6,etdominermessensationsaulieudelessubirP

N'est-ilpaspossiblededomptercettechimereattrayanteetredoutable,d'imposerune

regleacesespritsdesnuitsquisejouentdenotreraisonP(P.314)

ロ ヴ ァ ン ジ ュ ー ル 文 庫 に 残 さ れ た 校 正 刷 り(表 題 は 、4灘6伽 で は な く,加1ヒ ∂膨 窃 彪 四6)

で は,女 主 人 公 の 名 前 は オ ー レ リ ー と な っ て い る 。

翻 ん 忽 ρρ.6鉱,p.244.な お,こ の 語 を 含 む 次 の 一 節 は,「 オ ー レ リ ア 」 に お け る 〈夢 〉 の 定 義

を 予 告 し て い て 興 味 深 い 。

Plongξdansunedemi-somnolence,toutemajeunesserepassaitenmessouvenirs.Cet

6tat,001'espritr6sisteencoreauxbizarrescombinaisonsdusonge,permetsouventde

voirsepresserenquelquesminuteslestableauxlesplussaillantsd'uneIonguep6riode

delavie.

1ゐガ4.,p.246.

Zろガ01.,p.247.

Zろガ01.,p.273.

語 り 手 が 〈夢 〉 の 論 理 性 を 強 調 す る 例 を 挙 げ る と(イ タ リ ッ ク 強 調 は 筆 者),

Adaterdecemoment,toutprenaitparfoisunaspectdouble,etcela,3α π∫ 卿616

忽so朋6初6痂 窺 醜9磁!ノ α挽 諮46109殉 鷹,sansquelam6moireperd↑tlesplし1sl6gers

d6tailsdecequim'arrivait.(p.256)

Laseulediff6rencepourmoidelaveilleausommeil6taitque,danslapremi色re,tout

setransfiguraitamesyeux;chaquepersonnequim'approchaitsemblaitchang6e,les

objetsmat6rielsavaientcommeunepεnombrequienmodifiaitlaforme,etlesjeux

delalumiere,1escombinaisonsdescouleurssed6composaient,demanierea

m'entretenirdans槻6s6ア 」θ60η ∫云αη!6ゴ'勿 ψz6s3ガoηsσ%ゴs61㈱6痂6鰯 名66〃6∫,6'ゴo観

16癒z/6,1)1πs4卸9(5646546〃zθ ηな6κ'6ガ α4駕,60η がηπ厩'♂6zカ"δ α∂げ1髭6.(P.259)
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Tellefutcettevisionoutelsfurentdumoinslesd6tailsprincipauxdontj'aigard6

1esouvenir.L'6tatcataleptiqueoUjem'6taistrouv6pendantplusieursjoursmefut

expliqu6scientifiquement,etlesr6citsdeceuxquim'avaientvuainsimecausaient

unesorted'irritationquandjevoyaisqu'onattribuaital'aberrationd'espritles

mouvementsoulesparolescofncidantaveclesdiversesphasesde66g痂60ηs護 伽 α露

ρoz〃 〃zoガz4%6s6ガ64'6z/6η6〃z6%ゑslogガ(1z46s.(p.266)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

J'avaisr6uniquelqueslivresdecabale.Jemeplongeaidanscette6tude,etj'arrivai

amepersuaderquetout6taitvraidanscequ'avaitaccumul61a-dessusresprithumain

pendantdessi色cles.Lごz60多2z雇6ガoη(7π6/6ηz'6たz♂ ∫ ノわ7ηz66461'飢 ゴs'6η664〃 〃zo〃46

6κ軌 θ%760魏0漉 餌Z(ψ δ競 耀6鷹 ε 媚 膨Sρ0π γ9麗 ノ640吻SS646∫0ア 吻 嬬46S

z6z/6伽'ガoクzs4z4≠)αss6.(P.284・285)

〈分 身 〉に 対 す る 最 終 的 な 理 解 は,引 用 ④ の 《 私 は,絶 望 の さ な か か ら,宗 教 の 光 り輝 く 道 へ

と 立 ち 戻 ら せ て くれ た あ の 兄 弟 の 魂 を 祝 福 す る の で あ っ た 〉 と い う 箇 所 に 示 さ れ て い る 。

死 後 の 世 界 で の オ ー レ リ ア の 役 割 は,次 の 一 節 に よ く表 れ て い る 。

Jeveuxexpliquercomment,610ign610ngtempsdelavraieroute,jem'ysuissenti

ramen6parlesouvenirch6rid'unepersonnemorte,etcommentlebesoindecroire

qu'e11eexistaittoujoursafaitrentrerdansmonespritlesentimentpr6cisdesdiverses

v6rit6squejen'avaispasassezfermementrecueilliesenmoname.(p.293)

平 凡 社 版 『哲 学 事 典 』 の エ ロ ヒ ムElohimの 項 に は,「 神 に 関 す る ヘ ブ ラ イ 語 の 呼 び 名 の 一 つ 。

起 源 も 意 義 も 不 明 で あ る が,名 詞 形 と し て は 複 数 形 を な し て い る 。 複 数 の 普 通 名 詞 と し て は,

異 教 の 神 々 の 場 合 に 用 い ら れ る 。し か し こ の 複 数 形 名 詞 が 旧 約 の 神 に 適 用 さ れ る 場 合 に は,動

詞 は 単 数 形 を と る 。 こ れ は い わ ゆ る 『威 厳 複 数 』pluralismajestatisと も 解 せ ら れ る が,キ リ

ス ト教 会 は そ こ に 三 体 一 体 の 教 理 の 萌 芽 を み よ う と す る 」 と 解 説 さ れ て い る 。 な お,「 オ ー レ

リ ア 」 に お け る 表 記 は 一 定 せ ず,単 数 形 の ま ま 複 数 に し て い る 場 合(《1esseptpremiers

EZo競 〉(p.270),〈TroisdesEloim>(p.273))も あ れ ば,複 数 形 で 表 記 し て い る 場 合(〈Tels

furentlesEloims.〉(p.285))も あ る 。

第 二 部 第 六 章 で 語 ら れ る 試 練 成 就 の 夢 の 中 で,主 人 公 は 最 初 〈塔 〉 の 中 に 幽 閉 さ れ て い る が,

精 霊 サ チ ュ ル ナ ン の 介 入 に よ っ て 救 出 さ れ る 。

J'6taisdansunetour,siprofondeduc6t6delaterreetsihauteduc6t6ducie1,que

toutemonexistencesemblaitdevoirseconsumeramonteretdescendre,D6james

forcess'ξtaient6puis6es,etj'allaismanquerdecourage,quanduneportelat6ralevint

as'ouvrir;unespritsepr6senteetmedit:Viens,fr6re!...Jenesaispourquoiilmevint

al'id6equ'ils'appelaitSaturnin.(p.309)

51ylzノ陀.p.257.

乃 ガ4.
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